
ピクトグラムを活用した災害時における外国人観光客の誘導について 

 

近年、日本を訪れる外国人観光客の人数は増加し続けている。図１からわかるように、2008 年には

約 830 万人だった訪日外客数は、2018 年には３倍以上の約三千百万人となっている。政府が策定し

た『明日の日本を支える観光ビジョン』（2016）によると、2020 年には訪日外国人旅行者数の目標は

4,000 万人、2030 年には 6,000 万人と掲げられている。日本はこれから「観光大国」となる道を進

んでいるといっても間違いではないだろう。 

 

一方、日本は外国と比べて、台風や地震といった自然災害が発生しやすい国土であると言われて

いる。そのため、『防災白書』（2017）によれば、定期的な避難訓練の実施や、防災対策が数多く行わ

れており、多くの公的機関ではハザードマップの公開等も行われ、広く国民に防災情報が伝えられ

ている。 

しかし、外国人観光客は、日本で災害が発生した際に何が起きたのかを理解できない可能性があ

る。特に日本語がわからない外国人の場合は、情報の入手が困難となり、適切な避難が行えない状況

も発生することが予想される。 

災害発生時に言語を問わないインフォメーションの手段として、永山ら（2014）は、記号や図を用

いた誘導が想定されると述べている。本論文では、特にピクトグラムを活用した外国人観光客の誘

導の可能性について、提案します。（以下略） 
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練習問題：どこがおかしいでしょうか？（７か所） 


